
知財功労賞　特許庁長官表彰

令和5年度 知的財産権制度活用優良企業等表彰

①物づくりと知的財産権は事業の根幹であるという意識が社内に浸透しており、取締役副社長が知財
担当役員として開発会議に出席し、設計開発部など他部門と必要な連携を行っている。

②開発担当者全員が知財を意識しており、特許検索サービスを自社で契約し、個々人が先行技術調査
を欠かさずに行い、先行する競合企業による技術開発との重複や特許権侵害を避けている。また、
先行技術調査の精度を高めるために、海外を含め外部の調査会社にも調査を依頼し、万全を期して
いる。さらに、社長自らがクレームを読んで開発担当者に回避する方法を提案することもある。

③先行する競合企業が特許網を構築しているため、それを回避しつつ、自社の強みを活かした製品開
発と特許権の取得を行っている。さらに、国内外へ積極的に出願し、自社技術の権利化を進めてい
る。

リバーフィールド株式会社 代表取締役社長　只野　耕太郎

知財活用ベンチャー

受賞のポイント

企業概要
東京都港区赤坂8-1-22 NMF青山一丁目ビル4階
2014年
200百万円
52人
医療用ロボット等精密医療機器の設計開発・製造・販売

所 在 地：
創　　立：
資 本 金：
従 業 員：
事業概要：

https://www.riverfieldinc.com/

弊社本社弊社開発室

内視鏡把持ロボット
「IvyA1」

手術支援ロボット（開発中）




